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	第１条　この規程は，国立大学法人大分大学法人規則（平成１８年規則第４号）第１４条第３項の規定により，全学的なダイバーシティ推進の取組について審議するため設置する，国立大学法人大分大学ダイバーシティ推進会議（以下「会議」という。）に関し必要な事項を定める。
	（定義）
	第４条　会議は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。
	第５条　会議に議長を置き，学長をもって充てる。
	２　議長は，会議を招集し，その議長となる。
	第８条　会議が必要と認めるときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見又は説明を聴くことができる。
	第９条　会議の事務は，総務部人事課において処理する。

